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データベース(16T以降) 畑　秀明

Data Base Theory 　

3 後期 木曜･１時限 木曜･２時限 電子情報システム工学科３年生

工W1-215教室 演習

非該当

(1)授業の達成目標 【授業で得られる「学位授与の方針」要素】 ⇔ 【授業の達成目標】
２５Tカリ, ２３Tカリ

【22T～】専門分野における専門的学力が身についている。 工学の専門分野における基礎学力として，データベースの基礎
的概念や操作を理解できるようになる．
⇔

【22T～】専門的学力を基礎とし，的確な情報を収集・理解し， 習得した知識を基礎とし，データ分析の演習を通じて，多様な
これを他の人に発信できる能力が身についている。 データについての説明や評価が実践できるようになる．

⇔

【22T～】様々な課題を見つけ取り組む力が身についている。 データ分析の演習を通じて，データから有用な知見を得るため
の課題発見に自ら取り組むことができるようになる．
⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

その他

(3)全学横断特別
教育プログラム

(4)授業の概要 コンピュータを活用した高度な情報処理において中心的な役割を果たすデータベースについて，関係デ
ータベースの理論を講義すると共に，オープンソースデータベースシステムを使った演習も行う．デー
タベースの基本概念のみならず，データベースの利用法について実習する．さらに，データ分析にも取
り組む．

(5)授業計画 授業は以下のように進行する．
第１回：ガイダンス，データベースの基礎
第２回：正規形と直積
第３回：内部結合
第４回：Inline ViewとSub Query
第５回：グループ化と集計
第６回：外部結合とNULL
第７回：Case
第８回：再帰
第９回：CAD/ACID
第１０回：相関クエリ
第１１回：演習
第１２回：NoSQL概論，理解度確認の演習（小テスト）
第１３回：データ分析課題の説明
第１４回：データ分析課題の演習
第１５回：データ分析課題のまとめと授業アンケートの回答

(6)成績評価の方
法

小テスト50％，データ分析レポート50%で成績を評価する．

(7)成績評価の基
準

試験ならびにレポートにおいて，SQL記述ができ，データ分析ができれば「合格水準にある」，SQL記述
ができ，独自性のあるデータ分析ができれば「やや上にある」，冗長性のないSQL記述ができ，研究レベ
ルのデータ分析ができれば「かなり上にある」，冗長性のないSQL記述ができ，研究レベルとして新規性
のあるデータ分析ができれば「卓越している」とする．

(8)事前事後学習
の内容

トピック毎の演習において発展課題を提示する．事後学習としてこの課題を解くこと．

(9)履修上の注意 演習のため，学内ネットワークに無線接続可能なノートパソコンを毎回持参すること．

(10)質問,相談へ
の対応

授業中の質問を基本とする．来室して質問したい場合は，希望日時などをメールで相談すること．
連絡先メールアドレス：hata@shinshu-u.ac.jp

(11)その他

【教科書】 指定しない．

【参考書】 BigQueryではじめるSQLデータ分析（木田和廣著）


